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口
は
前
月
比

中学校給食

育ち盛りの中学生にとって、食生活は大切です(古ヶ崎中学校で1

松戸市立病院

看護 職員 募集

安全・確実な
口座振替のご利用を

手数料・保険料・各種税 松戸駅市民ギャラリー

期 間 11月11日まで 11月11日～18日

パレット会

スケッチ展

たんぽぽの会

手づくり絵本展

土曜スケッチ会

水彩展

松戸の指定文化財

写真展

問い合わせは社会教育課成人教育係へ
11月

平
成
2
年
度
か
ら
古
ヶ
崎
中
小
金
北
中
試
行
実
施

公
立
学
校
で
は
初
の
試
み
弁
当
と
給
食
の

選
択
制
を
導
入

平
成
二
年
度
か
ら
、
い
よ
い
よ
松
戸
市
の
中
学
校
給
食
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

古
ヶ
崎
中
学
校
と
来
年
四
月
開
校
の
小
金
北
中
学
校
の
二
つ
の
中
学
校
で
、

試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

公
立
小
・
中
学
校
で
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
弁
当
と
給
食
の
選
択
制
を

採
用
し
、
生
徒
や
家
庭
の
都
都
合
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
児
童
・
生
徒
や

家
庭
に
理
解
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
単
に
学
校
で

昼
食
を
用
意
す
る
だ
け
で
は
十
分

と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

人
生
八
十
年
時
代
の
食
生
活
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
た
め
に

学
校
給
食
が
担
う
役
割
は
何
か
、

家
庭
・
地
域
の
役
割
は
何
か
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
「
松
戸
市
の
中
学
校

給
食
ほ
ど
ラ
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究
し
、
検

討
を
加
え
て
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
に
、
市
議
会
に

設
置
さ
れ
た
「
中
学
校
給
食
懇
話

会
」
か
ら
、
小
学
校
の
延
長
と
し

て
で
は
な
く
、
家
庭
と
生
徒
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
の
選
択
が
可
能
と
な

る
よ
う
な
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た

給
食
の
提
供
が
望
ま
し
い
」
と
の

答
申
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
答
申
の
趣
旨
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
さ
ら
に
検
討
し
た
結
果
、

多
様
化
し
て
い
る
食
生
活
や
生
徒

の
心
身
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
給

食
を
基
本
と
し
て
、
平
成
二
年
度

か
ら
、
二
つ
の
中
学
校
で
試
行
的

に
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

課

題

を

見

極
め

実

施

校

を
拡

大

試
行
的
に
給
食
を
実
施
す
る
の

は
、
古
ヶ
崎
中
学
校
と
来
年
四
月

に
開
校
す
る
小
金
北
中
学
校
の
二

校
で
す
。

古
ヶ
崎
中
学
校
で
は
、
余
裕
教

室
を
利
用
し
て
給
食
施
設
を
設
置

し
、
小
金
北
中
学
校
に
は
新
設
し

ま
す
。
二
つ
の
中
学
校
で
試
行
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
松
戸
市
の

よ
り
よ
い
中
学
校
給
食
実
現
に
向

け
て
の
課
題
を
見
極
め
て
、
平
成

三
年
度
以
降
の
中
学
校
給
食
の
拡

大
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

松

戸

市

の

中

学

校

給

食

の

形

態

〈
給

食

と

弁

当

の

選

択

制

〉

弁
当
は
、
家
庭
の
味
を
感
じ
ら

れ
る
食
事
と
し
て

、
ま
た

、
個
人

差
に
合
わ
せ
ら
れ

る
食
事
と
し
て

の

良
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で

、
家
庭
や
生
徒
の
事
情

や
希
望
に
応
じ
て

、
給
食
と
弁
当

の
選

択
制
で
行
い

ま
す
。

〈
複

数

の

給

食

献

立

〉

食
事
内
容
の
選

択
、
食

事
の

量

や
好
み
な
ど
、
生
徒
自
ら

が
考
え

て

行
動
す
る
食
事
の

場
を
体
験

さ

弌

自
分
の
健
康
を
つ
く

っ
て
い

く
態
度
や
能
力
を
高
め
て
い
く
こ

と

は
大
切
で

す
。

個
人
差
へ

の
対
応
と
魅
力
あ

る

食
事
づ
く
り
の
た
め
に
、
複
数
の
献

立
を
用

意
し

、
生
徒
や
家
庭
の
意

思
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

〈
食

堂

施

設

の

活

用

〉

食
堂
は
、
食
事
の

た
め
の

望
ま

し
い

環
境

を
つ

く
っ
て
い

く
た
め
、

学
校
の

お
か
れ
た
環
境
に
合
わ
せ

た
施
設
を
考
え
ま
し
た
。

単
に
食

事
を
す

る
場
所
と
し
て

の
食
堂
で
は

な
く
、
学
級
・
学
年

を
超
え
た
人
間

関
係
の
形

成
や
、

正
し
い
食
習
慣

を
学
ぶ

た
め
の
場

と
し
て

活
用
し
て
い
き

ま
す

。

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
と

が
連
携
し

た
行
事
な
ど
に
も
利

用

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〈
給

食

の

予

約

〉

学
校
か
ら
I

ヵ
月
の
献
立
表
を

各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
。
そ
れ
を

参

考
に
し
て

、
一
週
間
単
位
で
給

食

を
予
約

す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

〈
給

食

費

の

支

払

い

〉

給
食
費
の
徴

収
は
、
現
金
の
取

り
扱
い
は
行
わ

ず
に

、
銀
行
口
座

か
ら
の
自
動
引

き
落
と
し
で

行
い

ま
す
。

’

▽
詳
細
・
・・
教
育
委

員
会
中
学

校
給

食
準
備
室

４

第
二
回
静
香
会
か

な
書

作
展
・
＝
8
日

～
1
2日

4
市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い
・
＝
1
0日

～
1
2日

奉
平
成
元
年
松
戸
あ
ひ

る
会
展
＝
・
1
4日

～
1
9日

参

矢
切
児
童
美
術
研
究

所
生
徒
作
品
展
・・
・
1
4日

～
1
9日

奉

瑞
松
書
道
会
談
水
書
人
社

ジ
ュ
ニ
ア

展
・
＝
2
1日

～
2
6日

休

館

日
・・
・
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
・
＝
午
前
1
0
時
～

午
後
ら
時

※
初
日

お
よ
び
最
終
日
は
変
更
も
あ

り
ま

す
。

（
文
化
ホ
ー
ル

。
。
6
7卜
に
7
8
1
0
番
）

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

今

月

の

納

期

は

4
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
三
期

納
期

限
・：
″‥
月
3
0日

早
め
に

納
付
（
納
入

）
お
願
い
し
ま
す

。

市
役
所
の
土
曜
閉
庁

1
1月
は
1
1日
・
2
5日
が
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

松
戸
市
立
病
院
で
は

、
来
春
看

護
学
校
卒
業
見
込
み
の
人

、
看
護

職
員
と
し
て
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
人

を
募
集
し
ま
す
。

マ
職
種
・
＝
助
産
婦
、
看
護
婦
、
准

看
護
婦

マ
資
格
＝
・
三
十
五
歳
ま
で

の
有
資

格

者
お
よ
び
養
成
機
関
卒
業
見

込
み
の
人

マ
提
出
書
類
・
・
・
①
履
歴
書
（
写
真

つ
き
）

②
資

格
免
許
証
の

写
し

③
在
学

中
の
人
は
成

績
証
明
書

と
卒
業
見
込

証
明
書

マ
選
考
・
・・
面
接

お
よ

び
健

康
診
断

に
よ
り
決
定

※
パ
ー
ト
希
望
の
人
も

申
し
込
ん

で
下

さ
い
。

▽
応
募
方
法
・
＝
提
出
書
類
夕
痔

参

ま
た
は
郵
送
で

、
〒

モ

一
松

戸
市
上

本
郷
四
〇
〇

五
、
松
戸

市

立

病

院

庶

務

課

人

事
係

（
昔

6
3ト
ト
『
／？
上
7
1

内

線
9

』
4
1
（
j

琶

へ

※
市

内

の

医

療

機

関

勤

務

者

は

ご

遠

慮

下

さ

い

。

一
市

立

保

育

所

臨
時
保
母
を
募
集

マ
職
種
・・・
①
代
替
保
母

（
有
資
格

者
）

②
延
長
保
育

保
母

マ
勤
務
時
間
・・・
①
午
前
八

時
三
十

分
～
午
後
五
時

（
土
曜
日
は
午

前
八
時
三
十
分
～
午
後

零
時
三



火
災
の
多
く
な
る
季
節
を
ひ
か
え
、
「

秋
の
火
災
予
防

運
動
」
を
十
一
月

九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。

今
年
一
月
か
ら
九
月
末
ま
で
の
市
内
の
火
災
状
況
は
、
死
傷
者
二
十
七
人

と
非
常
に
悪

く
な
っ

て
い
ま
す
。
十
分
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、
さ

せ
な
い

・
お
年
寄
り
や
病
気
の
人
、
幼
児

だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い

・
初
期
消
火
の
限
界
は
、
天
井
に

火
が
移
る
ま
で

・
火
災
を
出
し
た
り
、
発
見
し
た

ら
、
大
声
で
隣
り
近
所
の
人
に

協
力
を
求
め
る

・
お
年
寄
り
は
避
難
が
優
先

な
ど
、
ふ
だ
ん
か
ら
協
力
体
制
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

指

さ
し

防

火

で
火

災

ゼ

ロ

主
な
火
災
原
因
は
、
①
放
火
・

放
火
の
疑
い
②
こ
ん
ろ
（
天
ぷ
ら

油
火
災
な
ど
）
③
た
ば
こ
の
順
番

で
す
。
放
火
・

放
火
の
疑
い
が
出

火
原
因
の
卜
ッ
プ
で
す
が
、
建
物

の
周
り
の
整
理
や
戸
締
ま
り
を
徹

底
す
る
な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
油
な

べ
に
よ
る
火
災

が

毎
年
上

位
を
占
め
て

い
未

了
。

電
話
や
来
客
の

と
き
は
、
必
ず

こ
ん
ろ
の
火

を
消
し

ま
し
ょ
う
。

‥
1
1
月
9
日
は

「

一

一

九

番

の

日

」

市
消

防
局
で
は

、
十
一
月
九
日

を
「
一
一

九
番
の
日

」
と
し
て

、正

し
い
一

一
九
番
の

利
用
方
法
を
広

く
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

一
一
九
番
は

、
市
民
と
消
防
局

を
結
ぶ
生
命
の
「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

で

す
。
緊

急
性
の

な
い
場
合
に
は

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
市
消
防
局

の
一
般
加
入
電

話
を
利
用
し
ま
し

通

報

は

落

ち

着

い

て

市
内
で
か
け

た
一
一
九
番
は
、

す
べ
て

市
消
防
局
通
信
指
令

管
制

室
に

通
じ
ま
す
。

そ
の
際
、
「
住
所
・
氏
名
現

場
の
目
標
」
な
ど
を
問
い
か
け
ま

す
が
、
気
持
ち
が
動
転
し
て
い
た

り
し
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
答
え

が
で
き
な
い
と
、
ど
こ
に
出
動
し

た
ら
よ
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん

。

日

ご
ろ
か
ら

、
住
所
・
氏
名
・

自
宅
近
く
の
目
印
な
ど
を
書
い
た

メ
モ
を
電
話
の
そ
ば
に
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

″
期
間
中
、
市
内
各
地
で
火
災
予

防
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

マ
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
＝・
（
火
災

や
災
害
の
問
い
合
わ
せ
)
e
6
2

－
0
1
1
9
番
、
（
病
院
案
内
）

広
報
8
ペ
ー
ジ
の
「
救
急
医
療

体
制
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

マ
詳
細
・
＝
市
消
防
局
救
急
防
災
課

。。
6
3
1
1
1
1
1番

有
害
ゴ
ミ
・
粗
大
ゴ
ミ
の

収
集
に
ご
協
力
を

乾
電
池
・
蛍
光

灯
・
体
温

計
の

三
点
は
、
水
銀
に
よ

る
環
境
汚

染

を
防
ぐ
た
め
、
「
有
害
ゴ
ミ
」
と
し

て

収
集
し
て

い
ま
す

。

こ
れ
は
、
使
用
済
み
の
乾

電
池

な
ど

か
ら
漏
れ

る
水
銀
が
長

期
に

わ
た
っ
て
土
壌
な
ど
に
蓄
積
さ
れ
る

と
、
地
下
水
の
汚
染

な
ど

目
然
環

境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
と

考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

「
有
害
ゴ
ミ
」

を
出
す

場
合
に

は
、
資
源
ゴ
ミ
と
混
じ
ら

な
い

よ

う
に
離
し
て
、
左
記
の
要

領
に
従

っ
て
出
し
て
下
さ
い

。

カ
メ
ラ
や
時
計
な

ど
に

使
わ
れ

て

い

る
ボ
タ
ン
型
の
干
愚

は

、
販

売
店
で
も
回
収
し
て
い
ま

す
の
で

、

買
い

替
え
の
際
な
ど
に
販

売
店
に

持
参
し
て
下

さ
い
。

家

具

や

家

電

製

品

は

下

取

り

を

市
で

は
、
大
型
ゴ
ミ
を
粗

大
ゴ

三

木
製
の

家
具
類
な
ど
）
と
資
源

ゴ
ミ
（
家
庭
電
化
製
品
・
ス
チ

ー

ル
製
家
具
な
ど
）
と
し
て
収
集
し

て

い
ま
す
が
、

年
々
増
え

続
け

る

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
の
処
理
に
苦
慮
し

て

い
ま
す
。

大
型
電
化
製
品
な
ど
が
ゴ
ミ
集

積
所
に
一
度
に
数
台
出

さ
れ

る
と

、

場
所
を
と
り
、
交
通
の
妨

げ
に

も

な
り
ま
す
。

買
い

替
え
を
す

る
場
合
に
は

、

古
い
も
の
を
で
き

る
だ
け
販
売

店

に
引
き
取
っ
て
も
ら
ら
う
よ
う
に
し

て
下

さ
い
。

浴
槽
や
流
し
台
を
取
り
換
え
る

時
に

も
、
工

事
業
者
に
引
き
取

っ

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽

詳
細
＝・
清
掃
第
一
課
業
務
係

ゴ

ミ

の

再

利

用

展

マ
日

時
＝
・
十

一
月
二
十
一
貝

火
）

上

干

四
日
（
金
）
、
午
前
十
時

～

午
後
六

時
（
二
十
四
日

は
正

午
ま
で

）

▽
会
場
・
＝
常
盤
平

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
展
示
品
＝
・
家
具

類
・
家
電
製
品

（
約
百

点
）
、
ほ
か
に

古
本
な
ど

※
展
示
品
は

、
希
望

者
に

無
料
で

差
し
上

げ
ま
す

（
申
し
込

み
複

数
の
場
合
は
抽
選
）
。

環
境
美
化
啓
発

ポ
ス

タ

ー
の
入

選
作
品
も
展
示
し
ま

す
。

マ
詳
細
・
＝
清
掃
第

一
課
再
利

用
係

松
戸
の
指
定
文
化
財
写
真
展
を
開
催

1
1
月
1
1
日
か
ら
1
8
日
ま
で

市
で
は
、

市
内
に

あ
る
国
・
県
・

市
の
合
わ
せ
て
三
十

八
件
の

指
定

文
化

財
を
保
護
し
て

い
ま
す
。

皆

さ
ん
に
文
化

財
の

大
切
さ
を

知

っ
て
い

た
だ
く
た
め

、
松
戸
駅

市
民

ギ
ャ
ラ

リ
ー
で

、

指
定
文
化

財
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

す

。本
土
寺
、
万
満
寺
の
仁
王
像

、

戸

定
館
の
庭
園
な
ど
は
、

よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
め
っ
た
に
見

る
こ
と

が
で

き
な
い

貴
重
な
写
真

も

数
多
く
含
ま
れ
て

い

ま
す
。

文
化
の
秋
で
す
。
郷
土
に
残
さ

れ
た
文
化
遺

産
を
見
つ
め

る
こ
と

に
よ

っ
て

、
松
戸
の

歴
史
を
探

訪

し
て
み
て

は
い
か

が
で

す
か
。

▽

会
期
＝
十

一
月
十
一
日

足

丁

十

八
日

玉

）

▽
会

場
・
＝
松
戸
駅

市
民

ギ
ャ
ラ
リ

ー
の

西
ギ
ャ
ラ

リ
ー

マ
詳

細
・
＝
社
会
教
育
課
文
化
財
係

市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
獅
子
舞
い
（
明
治
神
社
）

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場
無
料

・
三
～

九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

期

日

会

場
ヽ

時

間

捫
月
・
8日（
水
）

図

書

館

本

館

9
日
（
木
）
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

1
0日（
金
）

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

午

後
3

時

～
4

時

1
5日（
水
）

図

書

館

本

館

1
6日（
木
）

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

1
7日（
金
）

松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

昔
6
3－
9
9
9
9

番

※
定
員
に
な
っ
た
場
合
は
入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

マ
詳
細
＝・
市
立
図
書
館｛
。
6
5
－
5
1
1
5

番

シルバーボランティア

養成講座

期日 時間 会
場

内 容

11/
28(火)
午呂

分A

分

l

奏

ボランティアの心
/ボランティア活動を
始めるにあたって ／

30内
シルバーボランティア
活動について

12/
1閨

ネ
ットワーク事業につ
いて、福祉映画、閉講式

C〉対象…60歳以上の人

1〉費用…無料

に〉定員…先着30人

E〉申込み…11月17日(金)までに

電話で市社会福祉協議会登68

－0503番へ

浄化槽保守点検の

詐欺にご用心／

厂市から頼まれてきた」など

と偽り、浄化槽の保守点検料金

をだまし取る詐欺事件が多発し

ています。

松戸市では、このような依頼や

料金の徴収は、一切していませ

ん。

不審な場合は、身分証明書の

提示を求めるか、管理契約業者

に確認するか、市役所に連絡し

て下さい。

E〉詳細…生活環境課生活環境係

高校生の教育 相談

r〉相談日時・・一月～金曜日、午前9

時 ～午後4 時 、土曜日（第1

・第3 の み）午前9 時 ～正午

※電話相談もします。

じ冫内容…登校拒否・集団不適応

・留年・退学・非行・性的問

題・無気力、その他いろいろ

な相談に応じます。

※幼 児・小学生・中学生の教育

相談も実施してい ます。秘密

ヽ は厳守されます。

l〉詳細…東葛飾地方教育センタ

一容0471-24-4148 番

防火は、まず家庭から( 家庭防火診断)

有 害 ゴ ミの 出 し 方

収集する

ゴ ミ
乾電池 一蛍 光灯 ・体 温計

収集する

回 数
週1 回

収集曜日 資 源ゴミ の収集日

集 積 所 資 源ゴミ の集積所

出す時間 収集日の早朝から午前8時30分まで

出 し 方
ビニ ール 袋またはポリ 袋に 入れ「有害

ゴミ」と 明記し て出す

※リサイクル活動実施町会（資源ゴミ月１回収集）

は、週1 日ゴミ 収集のない日を「有 害ゴミ 」収

集日と し、「 燃やせないゴミ 」集積所 で収集し て

い ます。

第717号

11

/9
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5

秋の火災予防運動

おとなりにあげる安心 火の始末

市内の火災発生状況(今年1月～9月30日まで)

建物火災80 件
o 火災件 数122 件| 車両火災21 件

その他の 火災21 件

○損 害 額189,682,000 円

○死傷者27人｛負傷者18人

昭和63年中の119番通報件数



市内認可保育所(園)一覧表(平成元年11月1日現在)

保 育 所( 園)名 設置主体 定 員 年 齢 資 格 所在地 電 話

松戸学園 個
60 1 歳 小山34 62-3333

つ ぼ み 保 育 園 社 福 35 産 休 明 上矢切1101-2 68 －フ811

松 戸 南 保 育 園 社 福 60 産 休 明 小山523-5 68-0366

小 羊 保 育 園 社 福 150 産 休 明 上矢切113 62－5916

梨 香 台 保 育 所 市 150 6 力 月 高塚新田494-9 91-3710

平 和 保 育 園 社 福 120 産 休 明 岩瀬608-6 67-0123

野 菊 野 保 育 園 社 福 100 産 休 明 野菊野5 65-8385

二 十 世 紀 ヶ 丘 保 育 所 市 140 6 ヵ 月 二十世紀が丘戸山 町73 91-2200

松ヶ丘保育所 市 120 6 ヵ 月 松戸新田554-2 68-9191

上 本 郷 保 育 園 社 福 90 産 休 明 上本郷2292 66-0675

北 松 戸 保 育 所 市 120 6 力 月 上本郷3870 62-8282

北 松 戸 第 二 保 育 所 市 90 6 力 月 上本郷3602 68-5534

稔 台 保 育 園 社 福 150 産 休 明 稔台610-1 62-5536

松 戸 乳 児 セ ン タ ー 社 福 30 産休明3 歳未満 松戸新田597 62-7610

子すヾめ保育園 社 福 110 産 休 明 日 暮566 87-98 フ4

八 景 台 保 育 園 社 福 セ0 産 休 明 松戸 新田605 －58 64-7802

八 柱 保 育 所 市 150 6 ヵ 月 日 暮187-1 92－2955

金ヶ作保育園 社 福 90 産 休 明 金ヶ作306 85-8863

三 空 保 育 園 社 福 120 産 休 明 金ヶ 作216 －10 84-6959

常盤平保育所 市 90 1 歳 常盤平西窪町11-フ 8アー6 フ62

パ ン ダ 保 育 所 市 160 6 ヵ 月 常 盤平3丁目25 86-0802

牧 の 原 保 育 所 市 150 6 力 月 牧の原2 －6 85-0997

松 飛 台 保 育 所 市 120 6 ヵ 月 日暮820-19 84－2421

六 実 保 育 所 市 150 6 ヵ 月 六 高台1 丁目40 85-0998

さわらび保育園 社 福 30 産休明3 歳未満 栄町3 丁目183 62-1530

古ヶ崎保育所 市 110 6 力 月 古ヶ 崎4丁目36ワ 67-9981

古 ヶ 崎 第 二 保 育 所 市 90 6 力 月 古ヶ 崎1 丁目2994 63-4004

い わ さ き 保 育 園 社 福 90 産 休 明 三村 新田44 ∠(1-0941

け や き の 森 保 育 園 社 福 100 産休明 中 和倉331 44-5026

松 戸 ひ ば り 保 育 園 社 福 30 産休明3 歳末満 三ヶ月350-3 46-0336

馬 橋 保 育 所 市 70 6 力 月 三ヶ月 巧34 42-109 フ

馬 橋 西 保 育 所 市 150 6 ヵ 月 西馬 橋広手 町123 44-8001

新 松 戸 ベ ビ ー ホ ー ム 社 福 30 産休明3 歳末満 新松戸6 丁目118-1 44-3222

新 松 戸 中 央 保 育 所 市 140 6 ヵ 月 新松戸3 丁目111 44-7221

新松戸南部保育所 市 140 6 ヵ 月 新松戸 南2 －17 44-0010

新 松 戸 北 保 育 所 市
110

6 ヵ 月 新松戸7 丁目145 46-5161

小 金 西 保 育 所 市 90 6 ヵ 月 横 須賀253-3 45-4994

小 金 北 保 育 所 市 140 6 ヵ 月 中金 杉3丁目192 44-4155

小 金 保 育 所 市 70 6 ヵ 月 小金444 41-2644

さくら保育園 社 福 110 産 休 明 小金原4丁目37－15 42-0661

若芝保育園 社 福 30 産休明3 歳 未満 小金原8 丁目19-20 43-1 フ62

小 金 原 保 育 所 市 100 6 ヵ 月 小金原6 丁目4 －2 41-2643

コ フフ ラ 保 育 所 市 160 6 ヵ 月 小金原4 丁目6 43-1262

貝 の 花 保 育 所 市 90 6 ヵ 月 小金原8丁目11－1 44-0020

※設置主 体：「個」 一個人立 、「社福」 一社 会福祉法人立 、「市」 一市立。

遺児手当

平成2 年度

元気に育て ／ よい子たち

保育所(園)

入 所 案 内

平成2 年度

平成元年77 月5 日

保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
る
の

は
、
児
童
の
保
護

者
が
次
の
要
件

に
該
当
し
、
児
童

を
保
育
で

き
な

い
場
合
で

す
。

マ
入
所

要
件
・
＝
①
昼
間
、
居
宅
外

で
労

働
し
て

い
る
②
昼
間
、
居

宅
内
で
児

童
と
離
れ
て
日

常
の

家
事
以
外
の

労
働
を
し
て
い

る

③
妊

振
中

ま
た
は
出

産
後
間
か

な
い

④
疾
病
、
負
傷
ま

た
は
心

身
に
わ
た

る
病
人
や

心
身
に
障

害
の
あ

る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い

る
⑤
震
災
・
風
水

害
・
火
災

、
そ
の

他
の

災
害
の

復
旧
に
当
た

っ
て
い

る
。

※
⑦
保
護
者
以

外
の

人
が
児
童
の

保
育
を
可
能
な
場
合
は
除
か
れ

ま
す
イ
児
童
が
集
団
保
育
に
不

適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
入

所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

ウ
二
人
以
上
の
就
学
前
児
童
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
全
員
の
入

所
申
請
が
な
け
れ
ば
原
則
と
し

て
入
所
で
き
ま
せ
ん

マ
受
付
期
間
・
＝
十

一
月

十
六
日

采

旱

三
十
日

采

）

マ
受
付
場
所
・
＝
福
祉
事
務
所
市

役
所
別
館
二
階
）

マ
申
請
書
の
配
布
・
・
十

一
月
七
日

（
火

）
か
ら
福
祉

事
務
所
ま

た
は

各
保
育
所
（
園
）
で

※
現
在
入
所
中
の
人

、
入
所

申
請

中
の
人
で

、
平
成
二
年
度
も
引

き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
時
は

新
た
に
申
請
し
て
下

さ
い

。

マ
入
所
通
知
＝
・
訪
問
調
査

、
書
類

審
査
後
、
平
成
二
年
三
月

中
旬

に

通
知
し
ま
す
。

マ
詳
細
・・
・
福
祉
事
務
所
福
祉

係

平
成
二
年
度
の
中
部
小

学
校
附

属
幼
稚
園

・
小
金
小

学
校
附
属
幼

稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
人
員
＝
・
中
部
小

学
校
附
属

幼
稚
園
＝
二
百
人

、
小
金
小

学

校
附
属
幼
稚
園
＝
百
六
十
人

※
い
ず
れ
も
一
年
保
育

マ
入
園
資
格
・
・
市
内
に
住
所
を
有

す
る
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日

上
（

十
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の

幼
児

マ
受
付
日
時
・・
十

一

月

十

五

日

（
水
）
・
十
六
日

宋

）
、
午
後
一

時
三
十
分
～

四
時

マ

受
付
場
所
・・
・
各
幼
稚
園

心
該
当
す
る
幼
児
の
住
民
票
一
通

と
印
鑑
を
持
参
の
こ
と

マ

選
考
・
＝
面
接
に
よ
り
ま
す
。

※
面
接
日

時
は

、
両

園
と
も
十
二

月
六
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら
。

保
護
者
は
必
ず
受
付
票
を
持
参

の

う
え
、
該
当
す

る
幼
児

を
同

伴
し
て

お
い
で

下
さ
い

（
欠

席

ま
た
は
遅

刻
す

る
場
合
は

あ
ら

か
じ
め
申
し
込
み
を
し
た
幼
稚

園
に

連
絡
し
て
下

さ
い
）
。

マ

費
用
・・
入

園
に
際
し
て

、
入

園

料
（
現
行
三
千
円

）
、
帽
子
・
ス

モ
ッ
ク
・
上
履
き
代
な
ど
で
一

万

八

千

円

程
度

。

ほ
か
に

毎

月
の

保
育
料
（
現
行
六
千
円
）
、

P
T
A

会

費
、
給
食
費
、
絵
本

代
な
ど
一
万
円
程
度
必
要
で
す
。

マ
詳

細
＝
・
教
育
委
員
会
学
務
課
学

務

係
、
中
部
小
学
校
附
属
幼
稚

園
。
6
3
－
2
5
6
9
番
、
小
金

小
学
校
附
属
幼
稚
園
。
4
1
－
2

0
0
3

番

市
立
中
部
小
附
属
・
小
金
小
附
属

幼

稚

園

児

募

集

国
民
健
康
保
険
料

収
納
員
（
補
欠
者
）
募
集

▽
対
象
＝
・
五
十
歳
ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
で

、
収
納
事
務
に
専
念
で

き
る
女
性

▽
定
員
・
＝
若
干
名

奈
現
在
の

収
納
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
採
用
し

ま
す
。

マ
申
込
み
＝
十

一
月
十
七
日
（
金
）
ま
で
に
直
接

、
国
民
健
康
保
険
課
保

険
料
収
納
係
へ

該
当
す
る
人
は
申

請

を

マ
受
給
資

格
・
＝
市
内
に

居
住
し

、

父
母
ま

た
は
父

母
の

一
方
と
死

別
し
た
義
務
教

育
終
了

前
の
児

童
を
扶
養
し
て
い

る
人

マ
手
当
額
＝
・
両
親
と
死
別
＝
月
額

九
千
五
百
円
、
片
親
と
死
別
＝

月
額
五
千
円

マ
支
払
い
月
＝
・
四
月
・
八
月
・
十

二
月

牟

三
回
）

マ
申
請
に
必
要
な
も
の
・
：
印
鑑
（
認

め
印
、
住
民
票
（
世
帯
全
員
の

も
の
）
、
戸
籍
謄

本
、
申
請
者

名
義
の
市
内
金

融
機
関
（
郵
便

局
を
除
く
）
普
通
預
金
通
帳
の

写
し

※
受
け

付
け

は
随
時
行

っ
て
い

ま

す
。

マ
詳
細
＝
援
護
課
援
護
係

1
1月
刀一
日
～
3
0日
は

最
低
賃
金
周
知
旬
間
で
す

松戸保健所創立50周年記念

〈公衆衛生感謝の集い〉

C〉日時…11月10日(金)午後1 時

30分から

C〉会場…市民劇場

【〉内容…「健やかな明日のため

に」東邦大学医学部教授・筒

井末春氏

〈健康生活展〉

E＞日時…11 月10 日(金)～12 日

( 日)、午前10時～午後5時(12

日は午後4 時まで)

l〉会場…文化ホール

平 成2 年

松 戸 市 成 人 式

E〉 期 日 … 平 成2 年1 月15 日( 成

人 の 日)

E〉 対 象 … 昭 和44 年4 月2 日 ～45

年4 月1 日 生 ま れ の 市 民

※ 通 知 は12 月 中 旬 に 発 送 し ま す
。

E〉 詳 細 … 社 会 教 育 課 青 少 年 婦 人

係

一一一 一一 一一 一一 一 一一一 一 一一 一一 一一 一一 一 一一 一一 一 一一 一一 一一 一一

r〉 内 容 … が ん 予 防 展 ・ 健 康 な ん

で も 相 談 ・ 料 理 の 展 示

E〉 詳 細 … 松 戸 保 健 所1561 ―2121 番

常盤平学 童保育園1

指 導員募集i

l

D’対 象…保母 または幼稚園教諭 ｜

の資格がある、30 歳～40 歳のi

人i

D・定 員…若干名i

C・詳細…長容87-2670 番i

l

パートタイム
労働旬間
11/10(t)まで

古ヶ崎市民センター

改修工事期間の変更

古ヶ崎市民センターホールの

改修工事期間が、平成2 年1 月

25日～2 月10日に変更になりま

した。

この間、ホールの利用はでき

なくなります。

E〉詳細…地域振興課施設係



私のまち写真コシテスト

E〉テ ーマ…「まちづ くり運動」

の一環としての「私のまち」

1〉応募要領…①白黒またはカラ

ーネガプ リントで、サービス

判以上から四ツ切まで②未発

表の作品のみ③作品の裏に、

題名・撮影場所（国内のみ）・

撮影年月日・作品の意図（随意）

・氏名・年齢・性別・電話番

号・職業または学校名と学年・

応募部門〔一般の部・学生（高

校生以下 ）〕を明記

※応募作品は返却し ません。

l〉応募先…12 月31 日（ 日）〔当日

消印有効〕までに、〒n3 東

京都文京区本郷2-17-13 広

和レジデンス（社）日本交通計

画協会事務局(ao3-816 －

1791 番 ）へ

源泉徴収義務者対象の

年末調整などの説明会

期日 時間 会 場

11/16

附

午

後

1
時

30
分

か
ら

○常盤平市民センタ ー

(常盤平3-30)

28(火)
流山文化会館

(流山市加922)

12/1

廊

鎌ヶ 谷市役所

(鎌ヶ谷 市初富928)

5(火)
○松戸 市民劇場

(本町11-6)

※○EDの会場は駐車場がありませ

ん。電車・バスなどをご利用下

さい。

r〉詳細…松戸税務署063-1171

内 線421 番

松戸商工会議所なんでも相談

卩日時・‥n 月19 日(日)午 前11 時

～午後4 時

l〉会場…伊勢丹松戸店11 階

1〉内容‥・法律 ・税金・年金・相

続・不動産売買 ・登記など

【〉費用…無料

c〉相談者…弁護士・税理士・司

法書士・社会保険労務士ほか

l〉詳細…松戸商工会議所S64 ―

3111 番

経 営 ・融資相 談

【〉日時…n 月15 日(水) 午 前10 時

～午後4 時

【〉会場…市役所市民相談コーナ

ー

r〉費用…無料

1〉詳細…商工課振興係

年 末事業資金 を融資 し ます

＼ 市 制 度 県 制 度

融 資
限度額

100万円以内 800
万円以内

(組合1,200万円
以内)

融 資
期 間

6ヵ月以内 5ヵ月以内

融 資
利 率

‰U 昌
（利子補給あり）

保
証協会保証付

年4.25％以内
保証協会保証な
し
年4.75％以内

保証料 年0.8％ 保証協会保証付
年0.8 ％

受 付
期 間
12月25日側まで 12月29日窗まで

申込先 市役所商工課

・商工 会 議所

・県内に本店のある

金触機関および商

工組合中央金庫

詳 細 商工課融資係
松戸商工会議所
064-3111 番

再生自転車の販売

E〉受付日時…11月17日(金)・18

日(土)、午前9 時～午後3 時

(18 日は午前11時まで)

E〉抽選・販売日時…11 月18 日

(土)午前n 時から

r〉会場…生きがい福祉センター

(金ヶ作277-4)

E〉台数・価格…50台・1 台4,000

円～10,000円(消費税別)

r〉交通…五香駅東口から新京成

バス「小新山行き」で、新栄

町入口下車( 五香駅午前9 時

19分・48分、10時17分発あり)

※抽選日当日(18 日) は、五香

NTT 松 戸 か らの お知 らせ

交換機工事のため、91 ・92 局

番 の電話が11 月7 日( 火) 午前0

時30 分か ら約10 分 間 ほど通話が

できなくなる場合があります。

C〉詳細…NTT 松 戸 支店広報係

容64-7842 番

駅東口午前10時発の事業団マ

イクロバスを運行します。

駐車場がありませんので、車

での来場はご遠慮下さい。

l〉詳細…生きがい福祉事業団登

84-3191 番

中小 企業経営 者の 皆さん へ

共 済制度のご利 用 を

中小企業経営 者のための2 つ

の共済制度をご利用下さい。

①小規模企業共済制度は、事業

主の退職金制度です。掛け金

は所得控除の対象となります。

②中小企業倒産防止共済制度は、

取引先企業の倒産の影響によ

る倒産などを防ぐために国が

つ くった制度です。

E〉詳細…松戸商工会議所B64-

-3111 番

東 葛地 区政治 学級

E〉日時…11 月17 日( 金)午 後1 時

30分 ～4 時

E〉会場…東葛飾合同庁舎6 階 第

1 会 議室( 小 根本7)

l〉内 容…「国際政治の構造変化

と日本の進路」東京大学教授

・鴨武彦氏、「ふるさとの活

性化にあなたの情報を」旅行

作家・山本鉱太郎氏

D＞費用…無料

l〉定員…先着150 人

D〉申込み…11 月10日(金)までに、

電話 またはハガキに住所・氏

県シルバー110 番

無 料電話相談のご利用を

【〉対象・・・高齢者やその家族で心

配ごとをお持 ちの人

E〉電話のかけかた…106 番 をダ

イヤルして、「シルバー110

番」 と申し込んで下さい。電

話料は無料になります。

D〉詳細…千葉県社会部高齢者福

祉課S0472 ―23-2237 番

名・年齢・性別を書いて、〒

271 松戸市小根本7 千葉県東

葛飾支庁総務課（登61-2111

内線106番）へ

腎臓病 を考 えるつ どい

t〉日時…11 月12 日（ 日）午後1 時

～4 時

E〉会場…スズケン千葉支店（千

葉市穴川3-3-17)

t〉内容…「こどもの腎臓病の予

防と治療」国立療養所下志津

病院院長・森和夫氏、「腎炎

末期尿毒症状態から透析まで」

三愛記念クリニック院長・入

江康文氏、「腎臓移植」国立

佐倉病院外科医長・柏原英彦

氏ほか

C〉詳細…千葉県腎臓病患者連絡

環境衛生関係の営業を

している人への融資

環境衛生関係（クリーニング

業・飲食店・理美容業・旅館な

ど）の営業をしている人に、一

般設備貸付・振興事業貸付・小

企業等設備改善資金特別貸付・

消費税導入円滑化貸付の制度が

あります。

l〉詳細…環境衛生金融公庫容03

-582-5416 番

協議会S0472 ―41-3016 番

地下鉄8・11号 線 建設促 進

住民決 起大会を開 催

【〉日 時…11月8日(水)午 後1 時から

c〉会場…墨田区曵舟文化センタ

－

c〉内容…松戸市と都内三区の合

同で、運輸大臣・営団地下鉄

総裁などの関係者を招き、住

民決起大会を開催します。

r〉参加申込み・・・希望者は、電話

で交通対策課へ

みんなの力で
のばそう地下鉄

赤 十字看護 学生 募集

に〉募集期間…12 月1 日( 金)～ 平

成2 年1 月18 日( 木)

に〉対象…①高校卒業若し くは卒

業見込みの人。 または文部大

臣が高校卒業と同等以上の資

格を有すると認めた人②卒業

後、成田赤十字病院または県

で指定する県立の医療施設に

勤務できる人③修学中、寄宿

舎に 入舎できる人

に・修業年数…3 ヵ 年( 全 寮制)

l〉募 集人員…30 人

E〉試験日…平 成2 年1 月31 日

東葛飾郡市農産物品評会

r＞日時…11月11日(土)午後2 時

～5 時(一般公開)、12日(日)

午前9 時～正午(一般公開)、

正午～午後3 時(出品物即売)

l〉会場…新松戸市民センター

l＞出品数…約500 点( 野菜・果

樹・穀類・花など)

E〉詳細…東葛飾農業改良普及所

00471-44-8115 番

( 水)、2 月2 日(金)

E〉詳細…成田赤十字看護専門学

校00476-22-2311 内線381番

横須賀新村浩さん由美子さん

彰太郎くん

秋の夜長

読書を楽しんでみませんか古
川 力

言 ⑤
。

開館時間と休館日
館 名 開 館 時 間 休 館 日

本 館

午前9 時30分 ～千 後5 時

| こどもの図 書館は火曜日～土曜日 の

午後 ○時30 分～ 午後5 時〔7/21～8/

リ

の間 は午前9 時30分～ 午後5 時〕

●月曜日 ・祝日 ・月末（そ の日が日 曜日

または月 曜日 にあ たる場 合は、当 該月

の最終 金曜日）

●年末年 始

●特別整 理期間 （6/1 ～14 ）
分 館

午前11時～ 午後5 時

(日曜日 は 午前10時～午後5 時)

曜日 時 間 と 場 所

火
午 前10時50 分
～11時30 分

午後1 時10 分
・ ～1 時40 分

午後2 時
～2 時40分

午後3 時20分
～4 時

八 ヶ 崎
新 町 会 館

ニ ツ 木
蘇 羽 鷹 神 社

大 谷 口
公務員住宅 栄 町 西3 丁 目

子 供 の 遊 び 場

水ノ
午後1 時10分
～1 時40分

午後2 時10分
～2 時40分

午後3 時10分
～3 時50 分

上 矢 切
宝 蔵 院

和 名 ヶ 谷
中台子共の遊び場 河 原 塚

本 勝 寺

木
午前10時50 分
～11時30 分

午後り時10分
～1 時50分

午後2 時10分
～2 時50分

午後3 時20 分
～4 時

北 松 戸
仲台公園

干駄堀
水戸工業 清和寮

上 本 郷
三 井 生 命 寮 横 南 花 島

中町公園

土
午前10時50分
～11時30分

午後1 時10分
～1 時50分

午後2 眄10分
～2 時40分

午後3 時20 分
～4 時10 分

高 塚 新
田

梨 香 台 団 地
高 塚 新 田
高 塚 団 地

高 塚 新 田
セイコー電子工業高塚寮

野 菊 野
野 菊 野 団 地

日
午前10時50分
～11時30分

午後1 時10分
～1 眄40分

午後2 眄
～2 時40 分

午後3 時20 分
～4 時

下 矢 切
立 身 台 公 園

大 橋
本 源 寺

秋 山
慶 国 寺

松 戸3 丁 目
公 園

※金曜日 は車両整備、 書架 整理のために 運休し ます。

館 名 所 在 地 電 話 オ

ン

ラ

イ

ン

の

有

無

本 館 松戸2060 65-5115 ○

常 盤 平 分 館

(常 盤平市民 センタ ー内)
常盤平3-30 87-2528 ○

稔 台 分 館

(稔 台 市 民 セ ン タ ー 内)
稔台100-1 67-7196 ○

小 金 原 分 館

(小 金原市民 セン タ ー内)
小金原6-6-2 44-8269 ○

矢 切 分 館

(総 合 福 祉 会 館 内)
上矢切299-1 68一1243 ×

馬 橋 分 館

(馬 橋 市 民 セ ン タ ー 内)
西馬橋蔵元町177 ∠51-4100 ×

古 ヶ 崎 分 館

(古ヶ崎市民センター内)
古ヶ崎4-3490 67-4500 ×

五 香 分 館

(五 香 市 民 セ ン タ ー 内)
五香六実93-33 86-8250 ×

小 金 分 館

(小 金 市 民 セ ン タ ー 内)
小金きよしヶ丘3-1-1 43-8658 ×

明 分 館

(明 市 民 セ ン タ ー 内)
上本郷2676-6 68-6705 ×

六 実 分 館

(六 実 市 民 セ ン タ ー 内)
六高台3-71 85-0117 ×

東 部 分 館

(東 部 ス ポ ー ツ パ ー ク 内)
高塚新田427 91-0595 ○

新 松 戸 分 館

(新 松 戸 市 民 セ ン タ ー 内)
新松戸3-27 43-6006 ○

馬橋東分館

(馬 橋東 市民セン タ ー内)
馬橋1854-3 46-2054 ○

小 金 北 分 館

(小 金北 市民センタ ー内)
中金杉2－159－2 43-3302 ○

松 飛 台 分 館

(松飛台 市民センタ ー内)
松飛台210-2 86-6401 ○

二 十 世 紀 が 丘 分 館

二十世紀が丘市民センター内）
二十世紀が丘中松町2 92-7022 ○

八 柱 分 館

(八 柱 市 民 セ ン タ ー 内)
牧の原1-193-6 87-2613 ○

利 用 案 内

移動図書館車みどり号

図
書
館
の
出
前

み
ど
り
号

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
便

利
な
ふ

つ
に
と
、
た
く
さ
ん
の
分

館

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
図
書
館

や
分
館
か
ら
遠
い
地
域
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
、
移
動
図
書
館
車
「
み

ど
り
号
」
を
巡
回
さ
せ
て
い
ま
す

昨
年
新
し
く
な
っ
た
「
み
ど
り

号
」
は
、
約
三
千
冊
の
蔵
書
を
積

み
、
市
内
十
九
ヵ
所
の
駐
車
場
を

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
館
が
困
難
な
人
（
身

体
障
害
者
手
帳
〔
一
級
～
三
級
〕

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
も
し

く
は
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
）
の

た
め
に
は
、
図
書
の
宅
配
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
下
さ
い
。

図
書
館
に
出
か
け
た
際
に
読
み

た
い
本
が
な
い
場
合
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
他
の
分
館
の
蔵
書
の
検
索

を
行
い
、
予
約
を
し
て
希
望
す
る

本
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

視

聴

覚

資

料

も

充

実

図
書
館
に
あ
る
の
は
、
本
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
館
に
は
、
三
千
百
枚
の
レ
コ

ー
ド
、
千
枚
余
り
の
コ
ン
パ
ク
ト

デ
ィ
ス
ク
、
千
本
弱
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
、
約
千
八
百
組
の
紙
し
ば

い
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
貸
し
出
さ

れ
た
り
、
館
内
で
楽
し
ま
れ
て

い

ま
す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

人
も
、
外
へ
出
か
け
た
つ
い
で
に
、

ち
ょ
っ
と
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

マ
詳
細
・
＝
市
立
図
書
館
四
6
5－
5

1
1
5
番

間時と場車駐
亅
号JIどみ厂

街
路
樹
も
色
鮮
や
か
に
紅
葉
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ

ー
を
楽
し
む
に
は
最
適
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
後
は
、
読
書
に

い
そ
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
夜
長
、
ふ
だ
ん
忙
し
さ
に
追
わ
れ
て

な
か
な
か
読
む
機
会
の
な
か
っ
た
本
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
に
は
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

最
近
読
書
離
れ
が
話
題
と
な
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
、
本
に
親
し
む
良
い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
本
を
そ
ろ
え
て
、
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
間
貸
し
出
し
冊
数
は

約
百
六
十
一
万
冊

秋
も
深
ま
り
、
読
書
に
ふ

さ
わ

し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

松
戸
市
で

は
、
図
書
館
本
館
と

十
七
の
分

館
、
移
動
図

書
館
車
「
み

ど
り
号
」
の

各
施
設
に
、
あ
わ
せ

て

約
五
十

一
万

冊
（
平
成
元
年
三

月

末
現
在
）
の

図
書
を
備
え
て
い

ま
す
。

昭
和
六
十
三

年
度
に
は

、
皆
さ

ん
の

ご
要
望
に
こ
た
え

る
た
め

、

五
万

冊
を
超
え

る
書
籍
を

新
た
に

購

入
し
、
蔵

書
の

充
実
を
図
り
ま

し

た
。

皆

さ
ん
の

ご
利
用

を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
じ

市

民

の
3

人

に

1

人

が

利

用

昭
和
六
十
三

年
度
は

、
約
十
四

万
六

千
人
の
利
用
者
に
百
六
十
一

万
冊

余
り
の
図
書
が
貸
し
出

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

は
、
お
お
よ
そ
市
民
の
三

人
に
一
人
が
図
書
館
か
利
用
し
、

市
民
一
人
当
た
り
年
間
三
・
六
冊

の
本
を

借
り
て

い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

県
内

の
平
均
は
、
そ
れ
ぞ

れ
四

・
六
人
と
三
・
二
冊
で
す
か

ら

、
松
戸
市
民
は
読
書
好
き
だ
と

い
え

る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た

、
児

童
書
は
約
十
八
万
九

千
冊
と

、
蔵
書
の

う
ち
三
六
・
六

％
し
か
な
い
に

も
か
か

わ
ら
ず

、

七
十
二
万
冊

余
り
貸
し

出
さ
れ
、

貸
し
出
し
冊

数
の
約
四
五
％

を
占

め
て
い
ま
す

。

子

ど
も
た
ち
の
方
が
、
図

書
館

を
よ
く
利
用
し
て

い
る
よ

う
で

す
。

さ

か

ん

な

図

書

館

活

動

市
内
に
は
、
人
形
劇
を

通
じ
て

子

ど

も
た
ち
を
読
書
に
親
し

ま
せ
。

る
活

動
を
行

っ
て
い

る
「
お
は
な

し

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
は
じ

め
と
し

て
、
各
種
の
文
庫
や
読
書
会
が
活

発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
松
戸
親
子
読
書
会

・
子
ど
も
文
庫
連
絡
会
で
は
、
市

立
病
院
の
小
児
病
棟
に
入
院
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
手
づ
く
り

の
紙
し
ば
い
や
お
話
の
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
、
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

最
近
、
新
松
戸
か
ら
横
須
賀
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
が
、

図
書
館
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

主
人
は
、
い
つ
も
一
人
で
好
き
な
本
を
選
ん
で
い
ま
す
。

私
も
、
長
編
の
小
説
な
ど
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
う
の

で
す
が
、
ま
だ
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、
な
か
な
か
読
み

き
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
借
り
る
本
は
ど
う
し
て
も
子

ど
も
の
絵
本
と
か
料
理
の
本
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
ね
。

大

金

平

市

村

美

由

紀

で

今
日
は
、
学
校
に
提
出
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
資
料
を
探
し
に

こ
ち
ら
本
館
）
に
き
ま
し
た
。

い
つ
も
は
、
家
の
近
く
に
あ
る
図
書
館（
分
館
）を
利
用
し

て
い
ま
す
。

学
校
で
は
英
文
学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
好
き
な

作
家
は
い
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
短
編
集
を
読
ん
で
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
渡
辺
淳
一
さ
ん
の
作
品
が
好
き
で
す
。

今
日
も
さ
つ
そ
く
一
冊
借
り
ま
し
た
。
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前
回
は
出
生
届
の
方
法
に
つ
い

て
触
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
婚
姻

届
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

○

本
籍
・
住
民
登
録
が
松
戸
市

に
あ
る
私
は
、
本
籍
・
住
民
登
録

が
他
市
に
あ
る
彼
女
と
、
先
日
、

某
教
会
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た

現
在
、
松
戸
市
で
一
緒
に
生
活

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ど
こ
の
市
・
区

役
所
（
町
・
村
役
場
）
に
も
婚
姻

届
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う

に
届
け
出
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

A

届
出
地
に
つ
い
て

は
、
戸
籍

法
の

一
般
原
則
で

あ
る

「
事
件
本

人
の

本
籍
地
又
は
届
出
人
の
所
在

地
」
で

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て

、
あ
な
た
の
本
籍
地
で

も
あ
り
、
住
民
登
録
地
で
も
あ

る

松
戸
市
で

届
け
出
が
可
能
で
す
。

そ
の

際
、
婚
姻
適
齢
に
達
し
て

い
る
こ

と
、
重
婚
で

な
い
こ
と
、

再
婚
の

場
合
待
婚
期
間
中
で
な
い

こ
と
な
ど
を
戸
籍
に
よ

っ
て
審
査

し

な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の

た
め
、
本
籍
が
松
戸
市
に

な
い

彼
女
に
つ

い
て

は
、
本
籍
地

か
ら

取
り
寄
せ
た
戸
籍
謄
（
抄
）
本

の
添

付
が
必
要
で

す
。

ま
た
、
婚
姻
届
け
書
に
つ
い
て

は
、
証
人

（
二
人
の
婚
姻
の
事
実

を
知
っ
て
い
る
二
十
歳
以
上
の
人
）

が
二
人
必
要
で
す
。
届
け
書
を
事

前
に
用

意
し
て

証
人
に
な

る
人
の

署
名

・
押
印
を
も
ら
っ
て

お
い
て

下

さ
い
。

届
け

書
は
全
国
共
通
の
様
式
で

す
の
で
、
勤
務
先
な
ど
の
最
寄
り

の
市
・
区
役
所
（
町

・
村
役
場
）
で

も
ら

っ
た
も
の
で

も
け

っ
こ
う
で

す
。届

け

書
の

枚
数
に
つ
い
て
は
、

法
令
上
は
二
枚
（
一
部
は
松
戸
市

に

保
管
、
一
部
は
彼
女
の
本
籍
地

の

役
所
・
役
場
に
送
付
）
必
要
で

す

が
、
松
戸

市
の

場
合
、
不
足
分
は

コ
ピ
ー
で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で

一
枚
で

も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
人

ま
た
、
婚
姻
届
だ
け
で
は
、
住

民

登
録
は
変
更
に

な
り

ま
せ
ん
の

で
、
彼

女
の

住
民
登
録
を
あ
な
た

と
一
緒
に

す
る
た
め
に
は
、
転
入

届
が

必
要
に

な
り
ま
す
。

前
住

所
地
か
ら

転
出
証
明
書
を

取
り

寄
せ

た
後
、
転
入
届
を
し
て

下

さ
い

。

平
日
で

あ
れ
ば
、
婚
姻
届
と
転

入
届

を
同
時
に

受
け
付
け
で
き

ま

す
の
で

、
忘
れ
な
い
ぶ

っ
に
し
て

下

さ
い

。

0

私
た
ち
は
、
大
安
で

あ
り
日

曜
日
で

も
あ
る
、
十

一
月
十
二
日

に

結
婚
式
を
挙
げ
ま
す
。
新
し

く

で

き
る
私
た
ち
の
戸
籍
も
、
記
念

す
べ

き
そ
の
日
で
作
っ
て

も
ら
い

た
い
と

思
っ

て
い
ま
す
。

ど

ち
ら
へ

届
け
出
を
し
た
ら
受

け
付
け
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

A

法
律
上
の
婚
姻
年
月
日
は
、

婚
姻
の
届
け
出
が
あ
っ
た
日
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
曜
日
に
届
け
出

さ
れ
れ
ば
そ
の
日
が
婚
姻
の
日
と

な
り
、
そ
の
日
で
戸
籍
も
作
ら
れ

ま
す
。
日
曜
日
は
、
市
役
所
市
民
課
・

各
支
所
の
窓
口
が
開
い
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
市
役
所
の
地
下
玄
関
に

あ
る
守
衛
室
へ
届
け
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
守
衛
室
で
は
、
預
る

だ
け
で
内
容
の
審
査
は
一
切
し
ま

せ
ん
。
翌
日
の
月
曜
日
に
市
民
課
の
職

員
が
受
理
審
査
を
し
、
不
備
が
あ

れ
ば
再
度
来
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
の
市
役
所
市
民
課
か

各
支
所
で
、
一
度
見
て
お
い
て
も

ら
つ
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
婚
姻
す
る
本
人
た
ち
が

来
ら
れ
な
い
場
合
、
両
親
や
友
人

な
ど
の
「
使
い
の
人
」
が
持
参
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
詳
細
＝
市
民
課
戸
籍
係

ま
つ
ど
の
歴
史
3
0

秋
山
夫
人
と
本
土
寺

武
田
信
吉
の
死
後
、
水
戸
へ
は
信
吉
の
弟

で
家
康
十
一
男
の
頼
房
（
一
六
○
三
年
～
六

一
年
）
が
着
任
し
、
そ
の
三

男
に

光
圀
（
一
六

二
八

年
～
一
七
〇
〇

年
）
が
生
ま
れ
ま
す
。

寛
永
十
年
二

六
三
三
年
）
か
ら

松
戸

地
方

小
金
領
な
ど
二
百
ヵ
所
）
は
水
戸
家
の
御
鷹

場
預
り
所
と
な
っ
て
、
光
圀
が
た
び
た
び
鷹
に

狩
り
に

通
う
ぶ

つ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
光
圀
の
伯
父
信
吉
生
母
の

墓
「
日

上
の
松
」
（
日
上
は

お
都
摩
の
法

名
）

の
発
見
と
な
る
わ
け
で
す
・
そ
の
頃
は
墓
石

も

な
く
、
わ
ず
か
に

目
印

と
し
て

植
え
ら

れ

た
一
本
の

松
が
、
老
松
と
な

っ
て
生
え
て
い

た

だ
け
で
し

た
。

光
圀
は
早

速
立
派
な
墓
石
を
本
堂
東
側
に

建
立
し

、
人

夫
二
十

人
を
も
っ
て

遺
骨
を
探

さ
せ
ま
し
た
が
発
見
で
き
ず
、
墓
土
を
新
桶

に
入
れ
て
新

墓
地
内
に

納
め
、
手
厚
く
供
養

を
し
ま
し
た

。

光
圀
は
ま

た
本
土
寺
に

位
牌
を
安
置
し

、

二
十
石
の
田
地
を
寄
進
し
て
末
永
く
冥
福
を

祈
ら
せ
ま
し
た
。
と
き
に
貞
享
六
年
（
一
六

八
四
年
）
の
こ
と
で

、
お
都
摩
の

方
没

後
九

十
三
年
目
の
こ
と
で
し
た

。
ま
た
、
光
圀
は

同
時
に
約
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
本
土
寺
参
道

の

整
備
と
松
杉
の
植
樹
を
行
い

、
寄
進
も
し

て
い
ま
す
。
今
日
わ
ず
か
に
残
る
古
松
、
古

杉
の

大
樹
は
そ
の
時
の
名
残
の

木
で

す
。

以

来
、
本
土
寺
と
水
戸
家
と
の
関
係
は
極

め
て
密
接
な
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

本

土

寺

の

秋

山

虎

康

の

墓

信
吉
の
母
（
お
都
摩
の
方
）
が
本
土
寺
馬

場
脇
に
葬
ら
れ
た
こ
と
で
、
お
都
摩
の
実
家

で

あ
る
甲
州
（
山
梨
県
）
秋
山
氏
一
族
も
、
同

寺
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す

お
都
摩
の
父
の
秋
山
虎
康
は
主
君
武
田
信

玄
を
失
っ
て
か
ら
、
甲
州
下
山
城
主
で
一
族

の

穴
山
信

君
（
梅
雪
）
に

従
い

、
二
人
の
兄

弟

と
共
に
家

康
に
降
り
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後

に
穴
山
信
君
と
二
人
の
兄
弟
を
山
城
国
（
京

う
じ
た
わ
ら
い
っ
き

都
府
）
宇
治
田
原
の
一
揆
で
失
っ
た
た
め
、
仏

門
に
入
っ
て
入
道
と
な
り
、
日
楽
と
名
乗
り

ま
す
。
恐
ら
く
信
吉
母
子
が
小
金
に
移
っ
た
す
ぐ

の
天
正
十
八
年
二

五
九
〇
年
）
末
だ
っ
た
で

し
ょ
う
、
虎
康
は
葛
飾
郡
荒
谷
（
松
戸
市
大

橋
）
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
慶
長
元
年
二

五
九
六
年
）
九
月
に
本
土
寺
末
の
日
蓮
宗
了

修
山
本
源
寺
を
開
創
し
ま
す
。

そ
の
後
、
虎
康
が
ど
こ
で
一
生
を
終
え
た

か
不
明
で
す
が
、
本
土
寺
本
堂
に
向
か
っ
て

左
側
の
奥
に
墓
石
が
あ
り
ま
す
。

お
都
摩
の
兄
昌
秀
は
、
家
譜
に
よ
る
と
「
下

総
国
の
う
ち
に
お
い
て
采
地
千
石
を
給
い

と
あ
り
、
信
吉
の
佐
倉
転
封
後
に
小
金
な
ど

に
所
領
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

昌
秀
の
子
の
正
重
は
、
大
阪
の
戦
い
な
ど

で
功
を
た
て
て
、
上
総
国
各
郡
内
で
三
千
石

が
加
え
ら
れ
、
併
せ
て
四
千
石
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
秋
山
氏
の
采
地
は
元
禄
十
一
年

二

六
九
八
年
）
三
月
の
地
方
直
し
（
所
領
替

え
）
で
駿
河
国（
静
岡
県
）
に
移
さ
れ
、
小
金

町
は
そ
れ
以
後
幕
府
の
直
轄
領（
天
領
）と
な

り
ま
す
。

（
参
考
資
料
・
松
下
邦
夫
著
「
松
戸
の
歴

史
案
内
」）

「
感
動

・
感

謝
が
満
ち
る
会
と

し
よ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

三
月
八
日
に
「
第
二
十

一
回
三

年

生

を
送
る
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
ま
で
お
世

話
に

な
っ

た
三

年

生
に
対
し
て

、
各
学
年
と
も
感
謝

の
気
持
ち

を
込

め
、
全
員
が
出

演

す

る
出
し
物

を
行
っ

た
結
果
、
感

動
し
て
涙
を
流
す
人
も
い
ま
し
た
。

装
飾
で
は
、
全
校

生
徒
の
手

で

っ
く
り
あ
げ
た
天
井
の
風
船

の
装
飾
体
育
館
の
窓
二
十
枚
、

全
面
に
張
ら

れ
た

ス

テ
ン

ド
グ

ラ
ス

”
を
は
じ
め

さ
ま

ざ
ま

な
装

飾
で
体
育
館
が
飾

ら
れ
ま
し

た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
行

事

を
引

き
継
ぐ
だ
け
で

は
な
く
、
常

に
さ
ら

な
る
発
展

を
目

指
し
て

、

常
中
徒
会
は
、
い
つ
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

（
三
年

田
中

貴
志
）

霊

常
盤
平
中
学
校

マ
所
在
地
＝
・
常
盤
平
七
｜

二

五
｛
1
8
7

－
4
6
1
1

番
・
関

勝
一
校
長

▽
生
徒
数
・
：
九
六

一
人

夜
中
に
歯
が
痛
む
と
き

（
休
日
土
曜
日
夜
間
歯
科
診
療
所
）

歯
を
大
切

に夜中に
急
に
歯
が
痛
み
出
し
、

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

あ
わ
て
た
経
験
を
持
つ
人
が
た
ま
す
。

痛
み
の
た
め
に

「
一
睡

も
出

来
な
か

っ
た
」

「
う
と

う
と
し

て

も
す
ぐ
目

が
さ
め
た
」
と

、

青
い

顔
で

翌
朝
歯
科
医

院
に
か

け
込
ん
で

来

る
人

が
、
多

々
見

受
け

ら
れ
ま
す
。

む
し
一
匹
の
穴
に
食
片
が
つ
ま

っ
た
刺
激
や
、
む
し
歯
を
放
置

し
て

歯
の
神
経
が
炎
症
か
起
こ

し
、
化
膿
し
て
キ
リ

キ
リ
し

た

激
痛
を
起
こ
す
場
合
、
も

っ
と

び
ど
く
な
っ
て
、
歯
の
ま
わ
り

の
骨
や
歯
ぐ

き
が
化

膿
し
て

は

れ
て
く

る
場
合
な
ど
は
、
本
当

に

強
い

痛
み

を
伴
い
ま
す
。

歯
の
な
か
で
、
神
経

が
化

膿

し
て

発
生
す
る
ガ
ス
に
よ
り
内

圧
が
高
ま
り
、
周
囲
を
圧

迫
ず

る
こ

と
で

強
い
痛
み
を
引
き

起

こ
し

ま
す
。
余
り
の
痛
さ
に
ど

の

歯
が
痛
い
の
か
、
上
の
歯
か

下
の

歯
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が

し

ば
し

ば
で

す
。
骨
や
歯
ぐ
き

の

場
合
も
同
様
で

す
。

応

急

処

置

痛
み

止
め
を
飲
ん
で

、
冷
た

い
水
に
ひ
た
し
た
タ
オ
ル
で
痛

い
ほ

う
の

顔
面
を
広
く
冷
や
す

こ
と

が
第
一
で

す
。
し
ば
ら
く

続
け

ま
し

ょ
う
。

松
戸
歯
科
医
師
会
は
、
市
民

の
要

望
に

こ
た
え
て

、
土
曜
日

・
日
曜
日
・
祝
祭
日
・
お
盆
・

正
月
の

午
後
八
時
～
十
一
時
ま

で

、
衛
生
会
館
で

休
日
土
曜
日

夜
間
歯
科

診
療
所
(
0
6
5－
3

4
3
0

番
）
を
開
い
て
い

ま
す
。

む
し

歯
を
放
置
し

な
い
の
が

何
よ
り
で

す
が
、
緊

急
の
場
合

は

ご
利

用
下

さ
い

。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

べんりな豆

知識

新しい人生への第1 歩です。お幸せに

感動の3 年生を送る会
マイスクール

市役所北側にある衛生会館



市民会館

市民劇場 催し物
市民会館

期 日 内 容 開演時間

11/10R
市民健康づくりの集い

講演会
9:30

們圉
市民健康づくりの集い

ジャズ体操
13:00

12(日)
松戸市文化祭

詩吟の集い
9:30

17国
NHK 公開録音

「はつらつスタジオ505」※入場整理券が必要です。
18:30

19(日) 松戸市文化祭日本舞踊大会 9:30

23(祝)創立35周年記念
旭水流舞踊会

9 二30

24圀
民音 ☆

「大月みや子オンステージ」

1∠1:00
18:30

26(日) 新松戸バレエ発表会 17:00

28(火)
東京音協

「小朝一三木助二人会」☆
18:30

12/3 旧）
第11回松戸民謡協会

民謡民舞大会
10:00

市民 劇場

期 日 内 容 開演時間

11/10R 公衆衛生感謝の集い 13:30

11(士)市民健康づくりの集い 10:00

12(日)ピアノ発表会 13: ∠15

14(火)研修会 13:00

15(水)老人大学芸能大会カラオケの集い U8
19(日)ピアノ発表会 12:00

21(火)くらしの講座 10:00

22(水)文化講演会 10:30

23(祝)松戸ギタークラブ演奏会 14:30

24圀 文化講演会 10:30

25山 定期演奏会 ☆ 18:30

26(日)ピアノ発表会 13:30

2900 音楽発表会（ギター弾き語り） ☆
19:30

12/2C土)ジャズダンス ☆ 14:00

3(日)エレクトーン・ピアノ発表会10:30

※市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

E〉詳細…市民会館S68 ―1237～8 番、市民劇場容68－0070 番

ハイこちら内線600番

まちの話題をお知らせ下さい。

人間らしい生き方を

ともに考えた1日
女性のつどいWomen's89

「女性のっといWomen's89 」が、10月22日(日)、市民劇場ほか2 つの会場を

使って開催されました。

今年のメーンテーマは、「人間らしい生き方を求めて」。

午前中には、シンポジウムが、午後には分科会、映画会が開かれ、参加者は延べ

478人。

4 つのテーマに分かれた分科会では、活発な意見が出されていました。

【〉詳細…松戸市スカウト連絡協議会・安井容85一9143番( 夜間)

ボーイスカウト・ガールスカウト

ボーイスカウト

(来春新１年生～新3年生の男子)

松戸第10団 馬橋西 黒須Q43-8323

ノノ 第11団 新松戸 安達S45-1690

団 名 活動方面 連 絡 先 ガールスカウト

(来春新１年生の女子)松戸第１団 皿 木村公■88-01&∠1

ノノ 第2 団 北小金 高橋H41-2587 干葉第20団 松 戸 中村f16∠卜5974

刀 第3 団 稔台・八柱 田中昔62-4857 ノノ第24団 上本郷 武石昔4∠1一6618

ノノ 第4 団 五香六実 石井Q87-5609 ノノ第26団 小 金 久保登4卜3600

ノノ第5団 松 戸 川村S46-0580 刀 第35団 常盤平 岡田S86-6159

ノノ 第6 団 小金原 木原S42-7312 ノノ第37団 稔 台 田中昔62-4857

ノノ第7団

(全地域)
障害児を

対象

伊藤昔∠11-9500
ノノ 第38団 五 香 平野f16∠1-8449

ノノ第7O団 新松戸 松浦Q43-2358

ノノ 第8 団 八ヶ崎 宮下昔4卜6050
ノノ 第85団

(全地域)

障害児を
対象

伊藤S41-9500
ノノ 第9 団 矢切二

十世紀

が丘

町山S62-5418

サークル会員募集‰ ヨ
文化講座サークル

E〉日時…手編みサークル＝毎月第

2 ・第4 金曜日、午前10時～正

午、機械編みサークル＝毎月第

1・第3 金曜日、午前10時～正

午

l〉会場…常盤平市民センター

r〉費用…月2,500円( 人会金な凵

l〉詳細…大貫容86－6611番

矢切詩吟会

E〉日時…毎月3 回火曜日、午後6

時～8 時

l〉会場…矢切公民館

r〉費用…月3,000円(入会金2,500円)

c〉詳細…横尾登62－7696番

詩吟匡風会

r〉日時…毎月3 回水曜日、午前10

時～正午

l〉会場…常盤平市民センター

l〉費用…月3,000円(入会金2,500円)

l〉詳細…岩渕S88 ―0693番

松戸 アマ チュア ダンス研 究会

l〉日 時…毎週火曜日，午後7 時～

9 時

E〉会場…小金原市民センター

l〉対象…初級・中級

l〉費用…月2,500 円( 入会金l,000円)

l〉詳 細…鶴丸S87 ―1569 番

リ ズ ム体 操 クラブ

【〉日時…毎週水曜日，1 部一午前

9 時30 分～10 時30 分 ，2 部一午

前10時30 分 ～11 時30 分

t〉会場…常盤平市民セン ター

E〉費用… 月1,000 円( 入会金1,000円)

r〉詳 細… 中田容86－7289 番

15周年記念ダンスパーティーに向けて練習に励む皆さん

サ
ー
ク
ル

松
戸
青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

松
戸
青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
は
、
昭
和
五
十
年
に
結
成
さ
れ
、

来
年
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

会
員
は
現
在
三
十
人
。
毎
週
火

曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
常

盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
で
例
会
を
行

い
、
年
に
何
回
か
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
い
て
い
ま
す
。

競
技
に
出
る
た
め
の
ダ
ン
ス
を

す
る
の
で
は
な
く
、
明
る
く
楽
し

い
雰
囲
気
で
社
交
ダ
ン
ス
を
続
け

た
い
と
思
う
、
若
い
人
た
ち
の
集

ま
り
で
す
。

三
十
歳
以
下
の
人
で
、
社
交
ダ

ン
ス
を
始
め
て
み
た
い
と
思
う
人
。

華
麗
な
世
界
へ
新
し
い
ス
テ
ッ
プ

を
踏
み
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

マ
連
絡
先
＝・
荒
川

’－
4
1
1
0
1
7

1
番
（
夜
間
）

午
後
の
分
科
会

小
山鴻
巣
ひ
ろ
み
さ
ん

私
も
仕
事
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
女

性
が
仕
事
を
持
つ
と
、
家
事
と
の
両
立

が
た
い
へ
ん
で
す
ね
。

夫
は
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
が
、

ほ
か
の
人
の
話
を
聞
く
と
、
そ
う
い
う

家
庭
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

一
方
、
社
会
で
は
男
性
が
働
き
過
ぎ

だ
と
思
う
く
ら
い
に
た
い
へ
ん
で
す
。

女
性
が
そ
の
分
担
を
す
る
の
が
、
本

当
の
平
等
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
女
性
の
社
会
参
加

へ
の
道
が
、
も
っ
と
開
か
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。



クラリネット・

バイオリン教室

第717号

もよ
おし
もの

E〉日 時…11 月22 日～平成2 年3

月 までの毎週木曜日(計15 回)

午後7 時～9 時

※初 日の11 月22 日の み水曜 日

l〉会場…青少年会館

l〉対象…クラリネット教室は小

学4 年 生以上、バイオリン教

室は小学1 年生以上の初心者

t〉費用… 月3,000 円

E〉定員…各20 人

c〉持ち物…楽器・五線ノート・

筆記用具

c〉講師…武蔵野音大・阿部汎雄

氏( クラリネット) 、弓削聖子

氏( バ イオリン)

l〉申込み…11 月16 日(木) 必 着で

往復ハガキに住所・氏名・学

校名・学年 ・電話番号 ・希望

教室を記入して、〒270 松 戸

市新松戸南2－2 青 少年会館内

松戸市音楽協会(S44 ―8556

番) へ

文化 講演会

( ともしび読書会)

l〉日時…11 月16 日(木) 午 後1 時

～3 時

※広報まつど10 月5 日号で午前

9 時30 分～ 午後0 時30 分 とお

知 らせし ましたが、時間を変

更させていただきます。

l〉会場…婦人会館4 階 ホール

【〉テーマ…自然の愛について

【〉講師・‥放浪の詩人・高木護氏

r〉費用…無料

l〉詳細…松岡S41 ―1987 番

千葉県交通安全フェア

E〉期日…n 月10日(金)～12日(日)

l〉会場…伊勢丹松戸店

1〉内容…交通安全に関する各種

実演・展示、ステージでのシ

ョー、交通安全パレード(10 日

はタレント・芳本美代子さんも参

加。雨天中止) 、交通安全ウル

トラクイズ(11 日) 、ピッカリ

座交通安全人形劇(12 日)な ど

E〉詳細…安全課安全係

矢切オリエンテーリング大会

r〉日時…11 月12 日(日) 午前8 時

30分 矢切小学校校庭集合( 雨

天中止)

t〉費用…保険料など1 人200 円

c〉種目…少年少女A( 小 学校3

年 生以下のグループ) ・ 少年

少女B( 小 学校4 ～6 年 生の

グループ)・ 親子( 親 と小学校

3 年生以下) ・ オープン( 前 記

以外のグループ または個 人)

E〉詳細…青少年相談貝・堀＃a

67 ―6678 番

流 山青 年の家

国際青年 交流の集い

1〉日時…11 月19 日(日) 午前10 時

～午後2 時30 分

1〉会場…県立流山青年の家

t〉内容…外国人留学生を招いて

国際色豊かな催し

l〉対象…どなたでも

1〉詳細…流山青年の家250471 ―

59－2004 番

石 井 白藤

水墨画の いのち展

c〉日時…11月7 日(火)～12日(日)、

午前10 時 ～午後8 時

D〉会場…市民会館2 階ロビー

じ〉詳細…白藤会・小島062 ―54

48番

DOKIDoKI ちば

フェスティバル中央大会

婦人の国際交流'89

【〉期日…11 月20日(月)・21日(火)

1〉会場…幕張メッセ( 国際会議場)

l〉内容…20 日== 「見 わたせば国

際社会～まあるい地球のヒロ

インたち～」美里美寿々、 池

田満寿夫 、テープ・スペ クタ

ーの各氏、21 日＝スピーチコ

ンテスト、シンポジウムなど

1〉費用…無料

1〉申込み…電話で県教育庁社会

教育課00472 ―23 ―4073 番 へ

松 養 祭

l〉日時…11月11日(土)・12日(日)、

午前9 時30 分 ～午後2 時30分

l〉会場…県立松戸養護学校( 栗

ヶ沢784 ―17)

E〉内容…児童 一生徒の企画・発表

l〉詳細…県立松戸養護学校登88

―2128 番

野 鳥の講座

t〉日時…11 月20 日(月) 午後6 時

30分 ～8 時30 分

r〉会場・・・婦人会館

E〉定員…先着80 人

【〉講師…日本野鳥の会・熊谷章

氏

l〉申込み…直接会場で

l〉詳細…社会教育課成人教育係

家 事家計講 習会

家計簿でわが家がみえる

D〉日時…①11 月20 日(月) ②24 日

(金) 、 各午前10 時 ～正午

t〉会場…①小金原市民センター

②市民会館

c〉費用…350 円

E〉詳細…松戸友の会・藤井登63

―7622 番

北部市場まつりに２万人が参加

10月22日(日)、松

戸市公設地方卸売市

場北部市場で、北部

市場まつりが開催さ

れました。

青果・水産・食肉

の展示即売と模擬店

などに約2 万人の市

民が参加。実りの秋

に、楽しい一日を味

わいました。名彩な催し物でにぎわいました

男女雇用機会均等月間のための

体験記を募集

a テ ーマ…男女雇用機会均等法の

趣旨に沿った、雇用管理改善

例や体験に基づくもの

〉対象…企業の人事労務担当者、

勤労者

〉原稿枚数…400 字 詰原稿用紙

（横書き）で5 枚 以内とし、

題・氏名・性別・住所・所属

を明記するこ と

〉応募先…11 月30 日（ 木）までに

〒260 千 葉市松波3 ―11 ―3

千 葉婦人少年室(250472 ―51

―4347 番 ）へ

あ かしやつ まみ画研 究会

来年の干支の午の講習会

E〉日時…11 月28 日( 火) 午前10 時

～正午

l〉会場…常盤平市民センター

r〉費用…材料費1,800 円

l〉持ち物…つまみ用ピンセット

・和バサミ・のり板・おしぼ

り

r〉詳細…蜷川音88 ―7365 番

す すきの ダンスパ ーティ ー

c〉日時…11 月19 日( 日)午 後6 時

～8 時40 分

c〉会場…常盤平市民センター

E〉費用…800 円

E〉内容… ゲームなどを交えた楽

しいパーティー

E〉詳細…松戸青年社交ダンスサ

ー クル・荒川mi ―0171 番

精 神 障害者家族 講座

1〉日時…11 月22 日(水) 午 後1 時

30 分 ～4 時

E〉会場…松戸保健所指導室

c〉内容…「ささえあう家族＝家

族の役割と家族会活動」昭和

大学附属烏山病院患者家族会

長・高山秋雄氏

に〉詳細…松戸保健所予防課容61

―2121 番

療 育 相談

【〉日時…11 月9 日( 木)午 後1 時

～1 時30分 の 間に受け付け

i〉会場…松戸保健所

l〉対象…乳児の股関節脱臼検診

未受 診者や整形外科的な心配

のある18歳 未満の人

※乳幼児は母子手帳 を必ずお持

ち下さい。

l〉申込み…電話で松戸保健所保

健指導課S61 ―2121 番へ

愛の 献血

期日 時 間 会場 主 催

11/13
旧）
午前10時

S

午後4 時

JR 松戸駅
東口

松 戸 市

19
日

松戸ユーカ
リライオン
ズクラブ

三菱銀口新
松戸支店前

E〉詳細…健康管理課業務係

|〉対象…市民一般

E〉種目…ペタンク( 標的にボー

ルを投げる手軽なスポーツで

す)

1〉費用…無料

l〉申込み…当日会場で

E＞詳細…社会体育課指導係

救 急医 療 体 制 健康 保 険 証 を忘 れ ずに ／

◆夜間急病診療所( 毎日)・午後8時～11時衛生会館内S68-3756 番

◆待機病院,(毎日)・午後5時～午前9時テレホンサービス 啣HO 佃番

◆緊急休日在宅当直医・午前鰤~午後5時テレホンサービス き6H) Ⅲ 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時～1塒 衛生会館内 啣H430 番

軽スポーツ

巡回1 日教室

期日 時間 地 区 名 会 場

11/7

関

午
前
9
時

30
分
S

11
時

30
分

小金・小金原
小金原こども

の遊び場

9

困
本庁・明 松戸中央公園

14

(刈

五香六実・

常盤平
金 ヶ 作 公 園

16

困
東部・矢切 二十世紀公園

21

(火)
馬橋・新松戸 新松戸南公園

卓 球教室( 小 金原)

l〉日 時…11 月19日(日)・23日(祝)。

各午前9 時 ～正午

E〉会場…小金原体育館

l〉対象…一般市民( 初心者歓迎)

1〉費用…無料

※上履きを持参して下さい。

1〉申込み…当日会場で

1〉詳細…体育指導委員・篠崎昔

87－3336 番

スポー

ツ
卓球教室( 松飛台)

E〉日時…11月23日(祝)、12月3

日(日)、各午前9 時～正午

E〉会場…松飛台第二小学校体育

館

r〉対象…一般市民( 初心者)

t〉費用…保険料100円

※上履き持参。運動のできる服

装で

E〉申込み…当日会場で

E〉詳細…体育指導委員・菊地昔

87―1565番

初心者テニス教室

c〉日時…12月7 日～平成2 年2

月1 日の毎週木曜日、午前9

時30分からとn 時30分からの

2 クラス

【〉会場…栗ケ沢公園庭球場

E〉対象…市内在住の人

l〉費用…5,000円

E〉申込み…n 月15日(水)までに、

往復ハガキに住所・氏名・電

話番号・返信用あて名を記入

して、〒270 松戸市小金原1－

2－1 松戸市テニス協会・平

木皓弌(S43 ―1994番) へ

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

バードウォッチング

船橋県民の森で

l〉日時…11月12日(日)午前10時

30分～午後o 時30分

r〉場所…船橋県民の森集いの広

場( 新京成三咲駅からバス10

分.、県民の森前下車、野外時

計下に集合)

c〉内容…バードウォッチング・

巣箱づくり・鳥のお話

c〉定員…先着40人

【〉費用…無料

E〉申込み…ハガキか電話で、〒

280 千葉市長州1 ―9 ―22千

葉県森林組合連合会( ≪0472

―27―8231番) へ

なぎなた大会

1〉日時…11月12日(日)正午～午

後3 時30分

1〉会場…運動公園武道館

1〉種目…演技競技・試合競技

l〉対象…市内在住の人

r〉費用…1 人1,000円

l〉申込み…当日会場で

c〉詳細…松戸市なぎなた連盟・

野口容45－0410番

グラウンドゴルフ教室

l〉日時…11月26日(日)午前9 時

～正午

1〉会場・‥新松戸西小学校校庭

c〉対象…一般市民

[〉費用…無料

I》申込み…当日会場で

E〉詳細…体育指導委員・木下s

42－1801番

おし

らせ

●市役所(66)11110 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101* 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬 橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061
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